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議
員

現
在
策
定
作
業
中
の

（
仮
称
）
次
期
平
塚
市
総
合

計
画
の
将
来
像
「
ひ
と

ま

ち

自
然

生
活
快
適
都
市

ひ
ら
つ
か
」
の
中
の
「
生

活
快
適
都
市
」
は
ど
の
よ
う

に
実
現
し
て
い
く
の
か
。

市
長

次
期
総
合
計
画
は
、

「
人
の
暮
ら
し
」
に
着
目
し

て
構
成
し
、「
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
み
、
よ
ろ
こ
び
と
ふ

れ
あ
い
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
」

な
ど
の
五
項
目
を
基
本
目
標

に
掲
げ
、
こ
れ
ら
を
達
成
す

る
こ
と
で「
生
活
快
適
都
市
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
実
現
に
は
単
に
環
境
や

都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
教
育
、
福

祉
、
医
療
の
充
実
、
さ
ら
に

は
文
化
、
雇
用
の
創
出
な
ど

多
面
的
要
素
が
必
要
と
な
る
。

議
員

教
育
・
福
祉
・
医
療

の
充
実
し
た
「
成
熟
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
に
転
換
す
る
た

め
に
は
、
い
か
に
経
常
的
経

費
を
削
り
、
投
資
的
経
費
を

確
保
す
る
の
か
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
、
投
資
的

経
費
の
見
直
し
、
洗
い
出
し

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

次
期
総
合
計
画

の
「
財
政
状
況
の
見
通
し
」

の
中
で
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
財
政
健
全
化
策
で
は
、

人
件
費
の
抑
制
を
は
じ
め
と

し
た
行
政
内
部
の
改
革
を
行

う
と
と
も
に
、
各
種
事
務
事

業
等
の
見
直
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
転
換
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
な
ど
を
推
進
し
、

経
常
的
経
費
の
精
査
や
洗
い

出
し
を
行
っ
て
い
く
中
で
、

投
資
的
事
業
の
重
点
化
を
図

り
、
計
画
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

今
般
行
わ
れ
た
国
の

税
制
改
正
に
よ
る
本
市
財
政

の
歳
入
へ
の
影
響
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

総
務
部
長

現
時
点
で
の
試

算
数
値
だ
が
、
県
と
市
と
の

税
率
割
合
の
変
更
に
よ
り
、

個
人
住
民
税
の
税
源
移
譲
額

は
約
二
一
億
円
と
見
込
ん
で

お
り
、
平
成
十
七
年
十
月
の

財
政
状
況
の
見
通
し
時
点
の

約
二
九
億
円
と
は
八
億
円
の

差
と
な
る
。
ま
た
、
定
率
減

税
の
廃
止
に
よ
り
、
減
税
補

て
ん
措
置
分
で
約
五
億
円
程

度
の
影
響
が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
、
財
源
不
足
を
補
て
ん

す
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
終

了
後
の
措
置
や
、
法
人
住
民

税
の
減
収
の
恒
久
化
等
に
対

す
る
財
源
補
て
ん
措
置
等
が

現
時
点
で
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
、
特
別
な

地
方
債
の
措
置
な
ど
が
示
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

歳
出
の
削
減
見
込
み

額
と
、
財
政
推
計
の
見
直
し

状
況
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

歳
出
は
、
老
人

医
療
費
助
成
の
廃
止
に
よ
り

順
次
縮
小
し
二
十
一
年
度
に

は
約
三
億
円
の
削
減
を
、
国

民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
保

険
税
の
一
人
当
た
り
七
・
九

九
％
の
増
な
ど
に
よ
り
、
十

七
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
約
一
億
円
の
削
減
を
見

込
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

十
七
年
度
の
決
算
状
況
や
十

八
年
度
予
算
編
成
の
中
で
縮

減
が
図
ら
れ
た
も
の
を
考
慮

し
、
扶
助
費
や
繰
出
金
の
今

後
の
増
加
率
等
の
見
直
し
も

行
っ
て
い
る
。

議
員

今
後
、
本
市
の
財
政

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

企
画
部
長

平
成
十
七
年
十

月
の
財
政
推
計
で
は
、
今
後

十
年
間
で
約
三
九
億
円
の
財

源
不
足
を
見
込
ん
で
い
た
。

そ
の
後
、
三
位
一
体
改
革
、

税
率
改
正
等
が
確
定
し
、
ま

た
老
人
医
療
費
の
廃
止
や
、

国
民
健
康
保
険
税
、
下
水
道

使
用
料
等
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
今
後
、
本
市
の
財
政
状

況
は
お
お
む
ね
好
転
す
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
る
。
た
だ

し
、
現
時
点
で
は
十
七
年
度

決
算
が
未
確
定
の
た
め
、
本

年
八
月
の
財
政
健
全
化
策
と

併
せ
て
公
表
し
た
い
。

議
員

平
塚
市
集
中
改
革
プ

ラ
ン
中
の
財
政
健
全
化
へ
の

取
り
組
み
で
は
、
新
た
な
収

入
確
保
策
の
導
入
と
し
て
、

広
告
料
収
入
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
け
る
現
在
の
広
告
料

収
入
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

平
塚
駅
北
口
駅

前
広
場
の
地
下
道
壁
面
の
広

告
板
の
使
用
料
が
、
十
七
年

度
決
算
見
込
み
で
約
一
四
〇

万
円
、
平
塚
球
場
・
競
技
場

な
ど
へ
の
広
告
掲
出
に
よ
る

使
用
料
が
九
件
で
約
四
〇
万

円
で
あ
る
。

議
員

広
告
料
収
入
を
確
保

す
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
。

企
画
部
長

掲
載
す
る
広
告

は
社
会
的
な
信
用
度
が
高
く
、

掲
載
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
掲
載
基
準
の
設
定
、
広

告
主
の
募
集
・
選
定
方
法
、

さ
ら
に
広
告
料
金
の
設
定
や

広
告
媒
体
の
選
定
な
ど
の
検

討
も
必
要
で
あ
る
。

議
員

新
た
な
媒
体
を
活
用

し
て
の
広
告
料
収
入
の
確
保

策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長

先
進
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
、
実
施
可
能

な
も
の
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
バ
ナ
ー
広
告
に
つ
い
て

は
、
十
八
年
度
中
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
成
十
七
年
八
月
に

行
わ
れ
た
国
家
公
務
員
へ
の

人
事
院
勧
告
で
は
、
厳
し
い

経
済
・
財
政
状
況
を
背
景
に
、

か
い

り

民
間
の
給
与
水
準
と
の
乖
離

や
年
功
的
な
昇
給
制
度
な
ど
、

公
務
員
給
与
に
対
す
る
国
民

の
批
判
に
応
え
る
た
め
、
お

よ
そ
五
〇
年
ぶ
り
と
な
る
給

与
構
造
改
革
の
方
針
が
示
さ

れ
た
。
職
員
の
給
与
改
定
に

当
た
っ
て
人
事
院
勧
告
に
準

じ
て
き
た
本
市
で
は
、
こ
の

改
革
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
今
回
の
給
与
条
例

改
正
を
行
っ
た
の
か
。

企
画
部
長

ま
す
ま
す
複
雑

化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め

に
は
、
職
員
が
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
意
欲
的
に
職

務
に
取
り
組
め
る
勤
務
環
境

の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

地
方
公
務
員
法
に
お
け
る
給

与
の
諸
原
則
に
基
づ
き
、
給

与
の
年
功
的
・
一
律
的
な
上

昇
を
抑
制
す
る
と
共
に
、
職

責
や
職
員
個
々
の
勤
務
実
績

を
的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、

給
与
や
昇
給
に
適
正
に
反
映

で
き
る
人
事
給
与
制
度
へ
の

転
換
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
人
事
院
勧
告
の
内
容
に

準
じ
た
改
正
を
行
っ
た
。

議
員

本
市
で
は
、
ど
の
よ

う
に
勤
務
実
績
を
給
与
面
等

に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
な

の
か
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

国
で
は
、
特
別

昇
給
と
普
通
昇
給
を
統
合
し
、

五
段
階
の
昇
給
区
分
を
設
定

し
た
う
え
で
昇
給
時
期
を
年

一
回
に
統
一
し
、
職
員
の
勤

務
成
績
の
適
切
な
反
映
を
図

る
査
定
昇
給
制
度
へ
の
移
行

を
図
っ
て
い
く
。
こ
れ
を
参

考
と
し
て
本
市
で
は
、
試
行

を
予
定
し
て
い
る
新
た
な
人

事
評
価
シ
ス
テ
ム
と
連
動
さ

せ
、
能
力
評
価
や
勤
務
実
績

を
給
与
面
や
昇
給
等
へ
的
確

に
反
映
し
、
公
平
性
・
納
得

性
の
高
い
人
事
給
与
制
度
の

構
築
に
努
め
て
い
く
。

議
員

平
成
十
八
年
三
月
に

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
「
地

方
公
務
員
の
給
与
の
あ
り
方

に
関
す
る
研
究
会
」
の
最
終

報
告
書
で
は
、
給
与
の
「
仕

組
み
」
に
つ
い
て
は
国
に
準

拠
し
、「
水
準
」
に
つ
い
て

は
地
域
に
準
拠
す
る
と
の
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、

本
市
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

給
与
制
度
面
で

は
、
国
の
示
す
給
料
表
の
構

造
や
初
任
給
、
昇
格
・
昇
給

の
決
定
方
法
、
ま
た
各
種
手

当
の
種
類
や
内
容
等
を
基
準

と
す
る
。
ま
た
、
給
与
水
準

は
、
県
の
人
事
委
員
会
に
よ

る
県
内
民
間
給
与
実
態
の
調

査
結
果
等
を
反
映
さ
せ
る
考

え
で
あ
る
。

議
員

不
適
切
な
事
務
処
理

が
多
発
し
た
こ
と
を
受
け
、

今
年
四
月
に
平
塚
市
事
務
処

理
適
正
化
推
進
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
が
、
委
員
会
の
取

り
組
み
内
容
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

適
正
な
事
務
執

行
や
事
故
の
再
発
防
止
に
向

け
、
事
務
の
進
め
方
、
職
員

の
意
識
改
革
、
職
場
風
土
の

見
直
し
等
、
事
務
処
理
全
般

に
係
る
改
善
活
動
の
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
両
助
役
を
正
副
の
座
長

に
、
企
画
・
総
務
の
両
部
長

を
委
員
と
し
て
設
置
し
た
。

議
員

委
員
会
内
の
構
成
メ

ン
バ
ー
と
役
割
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

企
画
部
長

各
職
場
に
お
け

る
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
各
課
一
人
、
計
八

五
人
の
改
善
推
進
員
を
置
き
、

さ
ら
に
こ
の
中
か
ら
各
部
局

単
位
で
一
人
、
計
二
〇
人
の

部
会
員
を
選
出
し
て
改
善
推

進
部
会
を
設
置
し
た
。ま
た
、

不
適
正
な
事
務
が
発
生
し
た

際
の
調
査
を
行
う
た
め
、
企

画
部
長
と
企
画
課
長
、
職
員

課
長
に
よ
る
調
査
部
会
も
組

織
し
た
。

議
員

委
員
会
の
設
置
要
綱

に
規
定
し
て
い
る
「
識
見
を

有
す
る
者
」
に
は
、
ど
の
よ

う
な
場
合
に
指
導
・
助
言
を

求
め
る
の
か
。

企
画
部
長

外
部
識
者
は
こ

の
委
員
会
に
恒
常
的
に
位
置

付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
必

要
に
応
じ
て
意
見
を
求
め
、

参
考
に
し
て
い
く
。

今
定
例
会
の
総
括
質
問
で
は
、
小
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
改
正
や
㈱
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
へ
の
本
市
の
追
加
出
資
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政

健
全
化
の
取
り
組
み
や
（
仮
称
）
次
期
平
塚
市
総
合
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ

た
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
真
田
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、
経
済

の
分
野
で
は
、
農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、
福
祉
の
分
野
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
の
本
格
施
行
に
伴
う
事
業
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
が
審
議
の
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
、
各
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
六
面
に
ご
紹
介
し
ま
す

（
総
括
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
と
主
な
項
目
は
七
面
に
、
ま
た
五
月
の
臨
時
会
で
改
選
さ

れ
た
四
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
構
成
を
八
面
に
掲
載
し
ま
す
）。

議
員

十
七
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
ひ
ら
つ
か
改
革
プ

ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
同
時

に
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
創
意
工
夫
、
柔
軟
性
等

を
活
用
す
る
手
法
や
協
働
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
公
平
性
や
受
益

と
負
担
の
適
正
化
の
観
点
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

受
益
者
負
担
の
公
平

化
の
観
点
か
ら
検
討
を
し
て

い
る
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

平
成
十
七
年
五

月
に
、
ご
み
の
有
料
化
に
つ

い
て
の
方
針
が
環
境
省
か
ら

示
さ
れ
た
。
排
出
抑
制
、
減

量
化
、
資
源
化
推
進
等
の
視

点
か
ら
本
市
で
も
重
要
な
課

題
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員

市
立
保
育
園
の
民
営

化
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

運
営
経
費
の
軽

減
と
保
育
の
充
実
の
た
め
に

民
間
活
力
の
活
用
を
検
討
し

て
お
り
、
す
で
に
実
施
し
て

い
る
市
の
例
も
参
考
に
、
民

営
化
の
効
果
と
公
立
保
育
所

の
役
割
を
検
証
中
で
あ
る
。

議
員

学
校
給
食
業
務
の
民

間
委
託
に
つ
い
て
の
検
討
状

況
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

直
営
と
委
託
双

方
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
比
較
し
、
職
員
配
置
等

の
課
題
を
精
査
し
た
。
ま
た

先
進
市
の
状
況
も
踏
ま
え
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

国
の
税
制
改
正

歳
入
・
歳
出
へ
の
影
響

保
育
園
・
学
校
給
食

民
営
化
等
の
考
え
聞
く

今
後
の
財
政
状
況

広
告
料
の
収
入
増
へ

新
た
な
媒
体
の
活
用
を

給
与
の
仕
組
み
と
水
準

適
用
の
根
拠
は

本本市市のの財財政政健健全全化化へへのの取取りり組組みみ
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人
勧
の
給
与
構
造
改
革
の
方
針
受
け

勤
務
実
績
反
映
し
た
制
度
へ
の
転
換
図
る

ひらつか議会だより

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化

１８年４月に委員会設置
職場風土等の見直しも

ひ
ら
つ
か
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進

民
間
的
な
発
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
が
鍵
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